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【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年12月4日(2015.12.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリコーン感圧接着剤組成物であって、
（Ａ）
（ｉ）
　Ｒ１

３ＳｉＯ１／２（”Ｍ”）単位とＳｉＯ４／２（”Ｑ”）単位とを含む樹脂であっ
て、ここで
それぞれのＲ１が独立して１から６個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり、
　ここで、樹脂が約７０モル％から約９９モル％のヒドロキシルラジカルと約１モル％か
ら約３０モル％のヒドリドラジカルとを含み、ここでモル％は樹脂のヒドロキシルラジカ
ルとヒドリドラジカルの全モルに基づくものであり、
　ここでヒドロキシルラジカルがＱ単位のケイ素原子へと直接的に結合し、そしてヒドリ
ドラジカルが－ＯＳｉＨＲ５

２ラジカルを介してＱ単位のケイ素原子へと結合し、Ｒ５が
１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである、
樹脂と
（ｉｉ）
　一つもしくはそれ以上のビニル官能性ポリオルガノシロキサンと
を含む混合物の反応産物、ならびに
（Ｂ）ヒドロシリル化触媒
を含む、シリコーン感圧接着剤組成物。
【請求項２】
　樹脂（Ａ）（ｉ）が、樹脂のヒドロキシルラジカルとヒドリドラジカルの全モルに基づ
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いて約７５モル％から約９９モル％のヒドロキシルラジカルを含む、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　樹脂（Ａ）（ｉ）が、樹脂のヒドロキシルラジカルとヒドリドラジカルの全モルに基づ
いて約５モル％から約２５モル％のヒドリドラジカルを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　樹脂（Ａ）（ｉ）中のＭ単位対Ｑ単位のモル比が約０．６から約１．２を含む、請求項
１に記載の組成物。
【請求項５】
　Ｒ１がメチルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　樹脂（Ａ）（ｉ）が、Ｒ１

３ＳｉＯ１／２（”Ｍ”）単位およびＳｉＯ４／２（”Ｑ”
）単位から主になるＭＱ樹脂と、Ｒ６

ａＳｉＸ４－ａ／２であるキャッピング剤とを反応
させることにより調製され、
ここで、
　それぞれのＲ１が独立して１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルであり、
　ＭＱ樹脂が、ＭＱ樹脂の全重量に基づいて約１重量％から約４重量％の、Ｑ単位のケイ
素原子に結合するヒドロキシルラジカルからなり、そしてＭＱ樹脂がヒドリドラジカルを
含まず、
　それぞれのＲ６が独立して水素もしくは１から６個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラ
ジカルであって、少なくとも一つのＲ６が水素であるという条件に従い、そしてＸがＮ、
ＣｌもしくはＯであり、ａが約０．５から約２．０である、
　請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　キャッピング剤が、シラザン、ジシラザン、ポリシラザン、オルガノハイドロジェンク
ロロシラン、水素官能性シロキサン、およびそれらの組み合わせからなる群より選択され
る、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　ビニル官能性ポリオルガノシロキサンが、一般式：
Ｒ２

２Ｒ３ＳｉＯ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２

２Ｒ４ＳｉＯ）ｙＳｉＲ３Ｒ２
２　　　（Ｉ

）
によって表され、
　ここでそれぞれのＲ２は独立して、１から１０個の炭素原子を持つアルキル基、脂環式
基、もしくはアリール基であり、それぞれのＲ３は独立して、２から１０個の炭素原子を
持つアルケニル基であり、それぞれのＲ４はＲ２もしくはＲ３のいずれかであり、そして
ｘとｙの合計は少なくとも約５２０である、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　組成物がビニルエーテル、ビニルカルボキシラート、モノビニルポリシロキサン、ビニ
ル脂環系化合物、ビニル環状オレフィン系化合物、およびそれらの組み合わせからなる群
より選択される反応性希釈剤をさらに含むものである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　オルガノハイドロジェンポリシロキサン、ＭＱ樹脂、ビニル官能性ポリオルガノシロキ
サンおよびそれらの組み合わせからなる群より選択される追加の成分をさらに含む、請求
項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　オルガノハイドロジェンポリシロキサンが、
ＭＤｅＤＨ

ｆＭ、
ＭＤＨ

ｆＭ、
ＭＤｅＤＨ

ｆＭＨ、
ＭＨＤｅＤＨ

ｆＭ、
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ＭＨＤｅＭＨおよび
ＭＨ

ｅＱｆ

からなる群より選択され、
ここで、
Ｍ＝Ｒ３ＳｉＯ１／２、
ＭＨ＝ＨｇＲ３－ｇＳｉＯ１／２、
Ｄ＝ＲＲＳｉＯ２／２、
ＤＨ＝ＲＨＨＳｉＯ２／２および
Ｑ＝ＳｉＯ４／２であって、
ここで、Ｍ、ＭＨ、ＤおよびＤＨ中のそれぞれのＲは独立して、１から４０個の炭素原子
を持つ一価の炭化水素であり、そして、ここで下付文字ｇは１であり、かつ下付文字ｅお
よびｆは０もしくは正であり、そしてｅとｆの合計は約１０から約１００の範囲であり、
ｆおよびｇの合計が２もしくはそれ以上であるという条件に従う、
請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　Ｒがメチルもしくはフェニルである、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　ＭＱ樹脂がＲ１

３ＳｉＯ１／２（”Ｍ”）単位およびＳｉＯ４／２（”Ｑ”）単位から
主になり、
ここで、
　それぞれのＲ１が独立して１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである、請
求項１０に記載の組成物。
【請求項１４】
　ＭＱ樹脂がＭＶｉＭＱ樹脂もしくはＭＤＶｉＱ樹脂であり、ここでＭがＲ７

３ＳｉＯ１

／２であり、ＭｖｉがＲ８
３ＳｉＯ１／２、ＤｖｉがＲ８

２ＳｉＯ２／２、かつＱがＳｉ
Ｏ４／２であり、ここでそれぞれのＲ７が独立して１から６個の炭素原子を持つ一価の炭
化水素ラジカルであり、それぞれのＲ８が独立してＲ７、２から６個の炭素原子を持つア
ルケニルラジカル、または２から６個の炭素原子を持つアルケニルヒドロカルボノキシラ
ジカルであって、少なくとも一つのＲ８が２から６個の炭素原子を持つアルケニルラジカ
ルもしくは２から６個の炭素原子を持つアルケニルヒドロカルボノキシラジカルであると
いう条件である、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１５】
　ビニル官能性ポリオルガノシロキサンが、一般式：
Ｒ２

２Ｒ３ＳｉＯ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２

２Ｒ４ＳｉＯ）ｙＳｉＲ３Ｒ２
２　　　（Ｉ

）
によって表され、
　ここでそれぞれのＲ２は独立して、１から１０個の炭素原子を持つアルキル基、脂環式
基、もしくはアリール基であり、それぞれのＲ３は独立して、２から１０個の炭素原子を
持つアルケニル基であり、それぞれのＲ４はＲ２もしくはＲ３のいずれかであり、そして
ｘとｙの合計は少なくとも約５２０である、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１６】
　請求項１に記載のシリコーン感圧接着剤組成物を調製する方法であって、
（ｉ）ＭＱ樹脂を、Ｒ６

ａＳｉＸ４－ａ／２であるキャッピング剤と反応させて部分的に
末端キャップされたＭＱ樹脂を提供するステップであって、
ここでＭＱ樹脂が、主にＲ１

３ＳｉＯ１／２（”Ｍ”）単位とＳｉＯ４／２（”Ｑ”）単
位とからなり、それぞれのＲ１が独立して１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジカ
ルであり、
ＭＱ樹脂が、ＭＱ樹脂の全重量に基づいて約１重量％から約４重量％の、Ｑ単位のケイ素
原子に結合するヒドロキシルラジカルからなり、そしてＭＱ樹脂がヒドリドラジカルを含
まず、
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ここでそれぞれのＲ６が独立して水素もしくは１から６個の炭素原子を持つ一価の炭化水
素ラジカルであって、少なくとも一つのＲ６が水素であるという条件に従い、そしてＸが
Ｎ、ＣｌもしくはＯであり、ａが約０．５から約２．０であり、
ここで部分的に末端キャップされたＭＱ樹脂が、部分的に末端キャップされたＭＱ樹脂の
ヒドロキシルラジカルとヒドリドラジカルの全モルに基づいて、約７０モル％から約９９
モル％のヒドロキシルラジカルと約１モル％から約３０モル％のヒドリドラジカルとを含
む、ステップ、
（ｉｉ）ステップ（ｉ）からの部分的に末端キャップされたＭＱ樹脂と一つもしくはそれ
以上のビニル官能性ポリオルガノジシロキサンとを有機アミン触媒の存在下で反応させて
中間体産物を提供するステップ、ならびに
（ｉｉｉ）ステップ（ｉｉ）からの中間体産物とヒドロシリル化触媒とを接触させ、請求
項１に記載のシリコーン感圧接着剤組成物を調製するステップ、
を含む、方法。
【請求項１７】
　シラノールキャッピング剤が、シラザン、ジシラザン、ポリシラザン、オルガノハイド
ロジェンクロロシラン、水素官能性シロキサン、およびそれらの組み合わせからなる群よ
り選択される、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　請求項１に記載のシリコーン感圧接着剤組成物を調製する方法であって、
（ａ）（ｉ）　Ｒ１

３ＳｉＯ１／２（”Ｍ”）単位とＳｉＯ４／２（”Ｑ”）単位とから
主になるＭＱ樹脂であって、ここで
それぞれのＲ１が独立して１から６個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり、
　ここで、ＭＱ樹脂が、ＭＱ樹脂の全重量に基づいて約１重量％から約４重量％の、Ｑ単
位のケイ素原子に結合するヒドロキシルラジカルからなり、そしてＭＱ樹脂がヒドリドラ
ジカルを含まない、
ＭＱ樹脂と
（ｉｉ）　Ｒ６

ａＳｉＸ４－ａ／２であるキャッピング剤であって、
ここでそれぞれのＲ６が独立して水素もしくは１から６個の炭素原子を持つ一価の炭化水
素ラジカルであって、少なくとも一つのＲ６が水素であるという条件に従い、そしてＸが
Ｎ、ＣｌもしくはＯであり、ａが約０．５から約２．０である、キャッピング剤と
（ｉｉｉ）　一つもしくはそれ以上のビニル官能性ポリオルガノシロキサンと
を含む混合物を反応させて中間体産物を提供するステップ、ならびに
（ｂ）　ステップ（ａ）からの中間体産物とヒドロシリル化触媒とを接触させ、請求項１
に記載のシリコーン感圧接着剤組成物を調製するステップ、
を含む方法。
【請求項１９】
　ステップ（ａ）の反応混合物が、任意選択でカップリング剤を含み、
　ＭＱ樹脂が約４８．０重量％から約７５．８重量％の量で存在し、
　シラノールキャッピング剤が約０．５６重量％から約１．８１重量％の量で存在し、
　カップリング剤が約０．０重量％から約０．０８重量％の量で存在し、
　ビニル官能性ポリオルガノシロキサンが約２２．３重量％から約５１．１重量％の量で
存在し、
　ここでこれらの重量パーセントはＭＱ樹脂、シラノールキャッピング剤、カップリング
剤およびビニル官能性ポリオルガノシロキサンの全重量に基づくものである、請求項１８
に記載の方法。
【請求項２０】
　請求項１に記載の組成物の硬化物。
【請求項２１】
　請求項１に記載の組成物を接着させた基体を含む物品。
【請求項２２】



(5) JP 2015-505878 A5 2016.1.28

　前記組成物が硬化している、請求項２１に記載の物品。
【請求項２３】
　前記基体がガラス、金属、多孔質、革、布、有機ポリマー材料、シリコーンエラストマ
ー、シリコーン樹脂、塗装面およびケイ酸質物質からなる群より選択される、請求項２１
に記載の物品。
【請求項２４】
　有機ポリマー材料がフルオロカーボンポリマー、ポリスチレン、ポリアミド、ポリイミ
ド、ポリエステルおよびアクリルポリマーからなる群より選択される、請求項２３に記載
の物品。
【請求項２５】
　物品が、感圧テープ、ラベル、転写フィルムおよび電子デバイスからなる群より選択さ
れる、請求項２１に記載の物品。
【請求項２６】
　物品が、携帯電話、ＧＰＳナビゲーションディスプレイ、テレビディスプレイおよび電
子部品からなる群より選択される電子デバイスである、請求項２２に記載の物品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　付加硬化型シリコーンＰＳＡは、当分野において公知であり、例えば、米国特許第３，
９８３，２９８号、米国特許第４，７７４，２９７号、米国特許第４，９８８，７７９号
、米国特許第５，１６９，７２７号、米国特許第５，２４８，７３９号、米国特許第６，
４６６，５３２号、米国特許第５，５７６，１１０号、日本特許第８２０９１０４号に記
載される。しかしながら、これらの従来技術の付加硬化型ＰＳＡは、粘着性、引きはがし
粘着力および凝集力における所望の接着性能を達成するために多成分混合物によっている
。このように、必要な架橋は予測不能であり、硬化した際のＰＳＡの接着性能が不安定で
ある。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　従来技術の付加硬化型シリコーンＰＳＡに関連する問題を解決するための試みがなされ
てきた。例えば、Ｇｒｉｓｗｏｌｄらの米国特許公開２００５０１１３５１３は、自己架
橋性成分とヒドロシリル化触媒とを含む付加硬化型シリコーンＰＳＡ組成物を開示する。
Ｇｒｉｓｗｏｌｄの出願によると、自己架橋性成分は（１）芳香族可溶性シリコーン樹脂
もしくは樹脂状コポリマーとアルケニル含有ポリジオルガノシロキサンとを縮合し、そし
て（２）縮合反応産物とシリル化剤とを反応させて縮合反応から残るシラノール基をキャ
ップしてケイ素結合水素基を形成することによって作製でき、例として１，１，３，３－
テトラメチルジシラザンを用いる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　樹脂（Ａ）（ｉ）はまた、樹脂のヒドロキシルラジカルとヒドリドラジカルの全モルに
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基づいて、約７０モル％から約９９モル％の、有利には約７５モル％から約９９モル％の
ヒドロキシルラジカルと、約１モル％から約３０モル％の、有利には約５モル％から約２
５モル％のヒドリドラジカルを含む。ヒドロキシルラジカルはＱ単位のケイ素原子へと直
接的に結合する。ヒドリドラジカルは－ＯＳｉＨＲ５

２ラジカルを介してＱ単位のケイ素
原子へと結合し、それぞれのＲ５が独立して１から６個の炭素原子の一価の炭化水素ラジ
カルである。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　成分（Ａ）（ｉｉ）はアルケニル含有ポリジオルガノシロキサンであるか、またはアル
ケニル含有ポリジオルガノシロキサンの混合物である。好適なアルケニル含有ポリジオル
ガノシロキサンは、有利にも、以下の一般式
Ｒ２

２Ｒ３ＳｉＯ（Ｒ２
２ＳｉＯ）ｘ（Ｒ２

２Ｒ４ＳｉＯ）ｙＳｉＲ３Ｒ２
２　　　（Ｉ

）
のポリジオルガノシロキサンであり、ここでそれぞれのＲ２は独立して、メチル、エチル
、およびプロピルのような１から約１０個の炭素原子を持つアルキル基；シクロヘキサニ
ルのような脂環式基、またはフェニルのようなアリール基であり、Ｒ３は、ヒドロキシル
、またはビニル、アリル、プロペニル、ブテニル、ペンテニル、ヘキセニルなどのような
α－アルケニルを含む１から１０個の炭素原子を持つアルケニル基もしくはアルキロキシ
アルケニル基であり、Ｒ４はＲ２、または、ビニル、アリル、プロペニル、ブテニル、ペ
ンテニル、ヘキセニルなどのようなα－アルケニルを含む１から１０個の炭素原子を持つ
アルケニル基のいずれかである。痕跡の単位のＲ２

３ＳｉＯ１／２単位、Ｒ２ＳｉＯ３／

２単位およびＳｉＯ４／２単位も許容し得る。ｘとｙの合計は少なくとも約５２０であり
、２５℃で約３０００センチポアの粘度をもたらし、そして有利にも２５℃で少なくとも
１０，０００センチポアの粘度をもたらす。有利にも、ポリジオルガノシロキサン（Ａ）
（ｉｉ）は、１５０℃の大気圧において非揮発性である痕跡量の大環状ポリジオルガノシ
ロキサンの例外を除いて、環状物質を実質的に含まない。さらに、ポリジオルガノシロキ
サン（Ａ）（ｉｉ）は、式（Ｉ）のホモポリマーもしくはコポリマーまたはそれらの混合
物であり得る。例示的なアルケニル－含有ポリジオルガノシロキサン（Ａ）（ｉｉ）は、
アルケニル含有ポリジメチルシロキサン、アルケニル含有ポリ（ジメチル－コ－ジメチル
フェニル）シロキサン、およびアルケニル含有ポリ（ジメチル－コ－ジフェニル）シロキ
サンを含むがそれらに限定されない。有利には、アルケニル基はビニルである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　任意選択で、接着剤組成物の延長された浴寿命の接着剤コート粘度を拡張するためにヒ
ドロシリル化阻害剤を添加し得る。白金金属基触媒の阻害剤は、有機シリコーンの分野に
おいて公知である。例はさまざまな種類のそのような金属触媒阻害剤を含み、それは、米
国特許第４，３３７，３３２号のエチレンのもしくは芳香族の不飽和アミド、米国特許第
３，４４５，４２０号、米国特許第４，３４７，３４６号および米国特許第５，５０６，
２８９号のアセチレン化合物、米国特許第３，８８２，０８３号のエチレン性不飽和イソ
シアナート、米国特許第３，９８９，６６７号のオレフィン性シロキサン、米国特許第４
，２５６，８７０号、米国特許４，４７６，１６６号および米国特許第４，５６２，０９
６号の不飽和炭化水素ジエステル、米国特許第４，４６５，８１８号および米国特許第４
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，４７２，５６３号の共役エン－イン、米国特許第４，０６１，６０９号のヒドロペルオ
キシドのような他の有機化合物、米国特許第３，４１８，７３１号のケトン、米国特許第
３，３４４，１１１号のスルホキシド、アミン、ホスフィン、ホスファイト、ニトリル、
米国特許第４，０４２，９７７号のジアジリジン、米国特許第４，５３３，５７５号のハ
ーフエステルおよびハーフアミド、ならびに米国特許第３，４６１，１８５号のさまざま
な塩のような不飽和の有機化合物を含む。本発明の組成物は、これらの種類の阻害剤の任
意のものからの阻害剤を含み得ると考えられる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　キャッピング剤は上述される。それは、Ｒ６

ａＳｉＸ４－ａ／２であり、ここでそれぞ
れのＲ６が独立して水素もしくは１から６個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルで
あって、少なくとも一つのＲ６が水素であるという条件に従い、そしてＸがＮ、Ｃｌもし
くはＯであり、ａが約０．５から約２．０である。部分的に末端キャップされたＭＱ樹脂
およびビニル官能性ポリオルガノシロキサンは上述の成分（Ａ）（ｉ）および（Ａ）（ｉ
ｉ）と同一である。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　一実施態様において、本発明は本発明の感圧接着剤組成物をその上に接着させて持つ基
体を含む物品を提供する。例示的な物品は、感圧テープ、ラベル、転写フィルム、携帯電
話、ＧＰＳナビゲーションおよびテレビディスプレイもしくは電子部品のような電子デバ
イスを含むがそれらに限定されない。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　計算
　１００％固形分における樹脂ＯＨの開始モル＝［（１００％固形分における樹脂のグラ
ム）×｛（ＯＨの％）÷（１００×１モルＯＨ）｝］÷１７グラムＯＨ
　ヒドリドのＨのモル＝｛（１００％固形分における組成物のグラム）×（組成物中の樹
脂のグラム）×（１００％固形分におけるＨのｐｐｍ）×（１モルＨ）｝÷｛（樹脂のグ
ラム＋組成物のグラムポリマー）１００００００ｒｐｍ×グラム｝
　樹脂の残留ＯＨのモル＝（樹脂のＯＨの開始モル）－（ヒドリドのＨのモル）
　ＯＨとヒドリドのモル％はＯＨとヒドリドの全モルに基づいて計算される。
　ＳｉＨ／Ｖｉの比は、接着剤組成物中のＳｉＨ官能基の全モルを接着剤組成物のＶｉ官
能基の全モルによって割ることによって計算されるモル比である。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００５４】
　２５．０グラムのサンプルが取り出され、トルエン溶液中の白金Ａｓｈｂｙ触媒として
１０００ｐｐｍを用いて固形分を基にして５５ｐｐｍの白金が添加され、そして２５マイ
クロメートルのポリイミドフィルム上に、乾燥フィルム厚さ（ｄｆｔ）として４２マイク
ロメートルでバーコートされた。感圧接着剤の性能は８２４ｇ／インチ引きはがし接着で
あり、そしてＳｈｅａｒ　Ａｄｈｅｓｉｏｎ　Ｆａｉｌｕｒｅ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ
（ＳＡＦＴ）は、１インチ×１インチのオーバーラップで１Ｋｇ重量で３４５℃であった
。このコートされたフィルムは１ヶ月後に再試験され、引きはがし接着は９０８ｇ／イン
チであった。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　比較例１
　実施例２における、１，１，３，３－テトラメチルジシラザンの代わりに１グラムの水
酸化アンモニウムを用いたことを除いて、実施例２が繰り返された。調製された組成物は
硬化せず、試験されると凝集破壊した。２重量％の過酸化ベンゾイルが固形分原料に添加
されると、組成物は硬化して、３０２℃のＳＡＦＴをもたらした。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　実施例６
　１リットルの反応器に、１００．０グラムのＭＶｉＤＶｉ

２Ｄ４２００Ｄフェニル
２５

０ＭＶｉ（１００重量％のポリオルガノシロキサンポリマー）、２２０．０グラムの１０
．４ｃｓｔｋｓ６０％トルエン溶液のＭＱ樹脂（Ｍ／Ｑ＝０．７、２．７０重量％ＯＨ（
０．２０９６モルのＯＨ））、および１００．０グラムのトルエンが充填された。樹脂対
ポリマーの比は１．３２であった。混合物は還流乾燥され、１３．０グラムの２０重量％
トルエン溶液の１，１，３，３－テトラメチルジシラザンが０．１８グラムのビス－（ジ
イソプロピルアミノ）ジメチルシランと共にゆっくりと添加された。混合物は室温で２時
間攪拌され、１時間還流された。酸として０～１０ｐｐｍのリン酸によって過剰の塩基が
中和され、そして過剰のトルエンが除去され、生じた組成物が室温へと冷却された。２５
℃で接着剤組成物の粘度は３１，７００ｃｐｓであり、５９．８％固形分であり、１００
％固形分を基にして７３ｐｐｍヒドリドであった。上述の計算法を用いると、シラノール
－ケイ素ヒドリド樹脂は、還流前に０．２０００モルのＯＨ（９５．４モル％）と０．０
０９１モルのＨ（４．６モル％Ｈ）とを持つ。ＳｉＨ／Ｖｉ比は１８．６であった。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　この実施例は、残留シラノール基が医薬品／ビタミンのような添加物と負の相互作用を
するような用途に好適な組成物を作製する、感圧接着剤の調製のあとの残留シラノール基
末端キャップについて例示する。
【誤訳訂正１４】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８５】
　２５．０グラムのサンプルが取り出され、固形分を基にして２５ｐｐｍの白金が添加さ
れ、そして２５マイクロメートルポリイミドフィルム上に、乾燥フィルム厚さ（ｄｆｔ）
として９５マイクロメートルでバーコートされ、１３５℃で５分間硬化された。引きはが
し接着は３８３１ｇ／インチであり、１００ｇ／ｃｍ２１秒ｄｗｅｌｌのＰｏｌｙｋｅｎ
　Ｐｒｏｂｅ　Ｔａｃｋが１５３９ｇ／ｃｍ２であった。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２５】
　実施例２９
　３リットルの反応器に、１１７．５グラムのＭＶｉＤＶｉ

７Ｄ３２００ＭＶｉ（２８重
量％のポリオルガノシロキサンポリマー）、２１７．８グラムのＭＶｉＤ８００ＭＶｉ（
５２．０重量％のポリオルガノシロキサンポリマー）、８３．９グラムのＭＶｉ

３Ｄ９５

Ｔ２．５（２０．０重量％のポリオルガノシロキサンポリマー）、８３８．０グラムの１
０．４ｃｓｔｋｓ６０％トルエン溶液のＭＱ樹脂（Ｍ／Ｑ＝０．７、２．７０重量％ＯＨ
（０．７９８６モルのＯＨ））、および５５９．０グラムの６．６ｃｓｔｋｓ６０％トル
エン溶液のＭＱ樹脂（Ｍ／Ｑ＝１．１、２．５０重量％ＯＨ（０．４９３２モルのＯＨ）
）が充填された。樹脂混合物のＯＨのモルは１．２９１８であった。樹脂対ポリマーの比
は２．０であった。混合物は還流乾燥され、１６．６グラムの１，１，３，３－テトラメ
チルジシラザンが０．４０グラムのビス（ジイソプロピルアミノ）ジメチルシランと共に
ゆっくりと添加され、室温で２時間攪拌された。混合物は１時間還流された。酸として０
～１０ｐｐｍのリン酸によって過剰の塩基が中和され、そして過剰のトルエンが除去され
、生じた組成物が室温へと冷却された。２５℃で接着剤組成物の粘度は３０９０ｃｐｓで
あり、７６．９％固形分であり、１００％固形分を基にして１４５ｐｐｍヒドリドであっ
た。Ｓｉ２９分析は、シラノール官能性を持つシルセスキオキサン樹脂（ＭＱ樹脂）の１
，１，３，３－テトラメチルジシラザンを用いるｉｎ－ｓｉｔｕ部分的キャップ化が起き
たことを確証した。上述の計算法を用いると、シラノール－ケイ素ヒドリド樹脂は、還流
前に１．１７０３モルのＯＨ（９０．６モル％）と０．１２１５モルのＨ（９．４モル％
Ｈ）とを持つ。ＳｉＨ／Ｖｉ比は４．１であった。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３５】
　実施例３１
　１リットルフラスコに対し、４００．０グラムの実施例２８の組成物、１２．４グラム
のＣＨ２ＣＨＯＯＣＣ（ＣＨ３）Ｒ’Ｒ’’〔式中Ｒ’およびＲ’’は７個の炭素原子の
分岐アルキル基であり、ＶｅｏＶａ１０（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌｓ）として市販されるバーサチック酸ビニルエステルである〕、１４．８
グラムのＭＤ１７ＤＨ

４Ｍが添加された。混合物は揮発性物質を除去するために窒素置換
しながら１６０℃まで熱された。最終的な樹脂対ポリマーの比は１．９３であった。室温
まで冷却された後、溶媒を含まない組成物の粘度は１５１，０００ｃｐｓと測定された。
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【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３８】
　２５．０グラムのサンプルが取り出され、固形分を基にして５ｐｐｍの白金が添加され
、そして２５マイクロメートルポリイミドフィルム上に、乾燥フィルム厚さ（ｄｆｔ）と
して９７マイクロメートルでバーコートされ、１５０℃で３分間硬化された。引きはがし
接着は１０９３ｇ／インチであった。
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